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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

　A' Design Award

は
２
０

１
０
年
か
ら
毎
年
４
月
、

受
賞
作
品
が
発
表
さ
れ
る

世
界
最
大
規
模
の
国
際
的

デ
ザ
イ
ン
賞
。「A'Design 

A
ward

&
C
o
m
p
e
t
i
t
i
o
n 

SRL

」
と
関
連
企
業
が
主
催

し
て
い
る
。
今
回
は
１
０
４

の
デ
ザ
イ
ン
分
野
で
１
０
８

カ
国
２
０
９
４
人
の
受
賞
者

が
選
ば
れ
た
。

　
賞
は
各
部
門
、
プ
ラ
チ
ナ

を
最
高
に
、
ゴ
ー
ル
ド
、
シ

ル
バ
ー
、
ブ
ロ
ン
ズ
、
ア
イ

ア
ン
の
５
賞
が
贈
ら
れ
る
。

特
に
プ
ラ
チ
ナ
賞
は
各
部
門

で
１
つ
し
か
選
ば
れ
な
い
。

　
著
名
な
科
学
者
、
経
済
学

者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
芸

術
家
ら
が
１
年
間
、
厳
し
く

審
査
。
そ
の
厳
格
さ
で
も
有

名
で
、
デ
ザ
イ
ン
の
質
と
完

成
度
の
高
さ
を
表
す
国
際
的

な
指
標
と
も
な
っ
て
い
る
。

ニュースガイド

２面　信川准教授ら瞳孔径からＡＤ

ＨＤ推定へ／品澤さん優秀賞

／鈴木さん建築仕上学会修士

論文賞も／警備の２氏に叙勲

／令和４年度入学試験日程

３面　令和３年度予算案を承認

４面　新型コロナウイルス対策（４

月から）／新任紹介

５月１日～９月30日

クールビズ実施中クールビズ実施中

「CanguRo」世界最高賞
　
本
学
の
未
来
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
（
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
）
が
開
発
し
た
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
「CanguRo

（
カ
ン
グ

ー
ロ
）」
が
、
世
界
最
高
峰
と
さ
れ
る
イ
タ
リ
ア
の
「A' International Design Award & Comp

etition

（
Ａ
ダ
ッ
シ

ュ
・
国
際
デ
ザ
イ
ン
賞
コ
ン
テ
ス
ト
） 2020 -2021

」
で
プ
ラ
チ
ナ
賞
を
受
賞
し
た
。
５
部
門
あ
る
う
ち
「
車
両
・
移
動
性

・
輸
送
デ
ザ
イ
ン
賞
部
門
」
で
の
受
賞
で
、
プ
ラ
チ
ナ
賞
は
各
部
門
に
１
つ
だ
け
の
最
高
賞
。
受
賞
理
由
に
よ
れ
ば
、
ロ
ボ

ッ
ト
か
ら
乗
り
物
へ
と
自
動
変
形
す
るCanguRo

に
よ
っ
て
「
人
工
知
能
の
時
代
に
お
け
る
機
械
と
人
間
の
新
し
い
関
係
が

生
ま
れ
た
」
と
さ
れ
、「
よ
り
良
い
未
来
の
た
め
の
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
」
と
高
い
評
価
を
受
け
た
。

車
両
部
門

　「
機
械
と
人
間
の
新
し
い
関
係
」イタリアの国際デザインコンテストでプラチナ賞を受賞したfuRoのCanguRo

　
賞
の
最
大
の
特
徴
は
「
未

来
は
ア
ー
ト
、
デ
ザ
イ
ン
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
形

作
ら
れ
る
」
と
の
考
え
方
に

基
づ
い
て
「
未
来
を
育
む
ア

ー
ト
、
そ
し
て
未
来
の
文
化

の
た
め
の
ア
ー
ト
を
選
ぶ
」

こ
と
。
そ
の
た
め
、
ミ
ラ
ノ

工
科
大
の
博
士
論
文
の
提
言

を
基
に
、
作
品
展
示
会
場
や

紹
介
本
の
出
版
、
販
売
サ
ポ

ー
ト
な
ど
を
行
う
組
織
が
用

意
さ
れ
て
い
る
。
毎
年
、
イ

タ
リ
ア
の
コ
モ
湖
畔
で
華
や

か
な
授
賞
式
が
行
わ
れ
て
い

る
。

　独
デ
ザ
イ
ン
賞
も

　CanguRo

は
、
ド
イ
ツ
発

で
こ
れ
も
世
界
的
に
権
威
の

あ
る
デ
ザ
イ
ン
賞
の
「iF 

DESIGN AWARD 

（
イ
フ
・
デ

ザ
イ
ン
賞
）2021

」

今
年

４
月
発
表

の
「
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ン
セ
プ
ト

部
門
」
で
も
、iF 

DESIGN 

AWAR
D

を
受
賞
。
世
界
52
カ

国
・
地
域
か
ら
集
ま
っ
た
約

１
万
件
の
応
募
デ
ザ
イ
ン
の

中
で
の
受
賞
で
、「
人
工
知

能
の
時
代
に
お
け
る
機
械
と

人
間
の
新
し
い
関
係
が
始
ま

っ
た
」
と
高
い
評
価
を
受
け

た
。

★
　A' Design Award

　
　
プ
ラ
チ
ナ
賞
受
賞
理
由

　CanguRo

に
よ
り
、
人
工

知
能
の
時
代
に
お
け
る
機
械

と
人
間
の
新
し
い
関
係
が
生

ま
れ
た
。
高
度
な
ロ
ボ
ッ
ト

工
学
と
Ａ
Ｉ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

に
恵
ま
れ
た
こ
の
３
輪
ロ
ボ

ッ
ト
は
、
独
立
し
て
い
る
が

フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
パ
ー
ト
ナ

ー
で
あ
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
コ
マ
ン
ド
を
介
し
て
自

動
運
転
と
人
の
歩
行
を
追
跡

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら

に
、CanguRo

は
実
際
の
乗

り
物
に
変
形
し
、
個
人
的
な

移
動
手
段
に
も
な
る
。
そ
の

コ
ン
セ
プ
ト
は
、
動
く
喜
び

を
提
供
す
る
こ
と
と
、
人
々

の
日
々
の
生
活
を
活
性
化
す

る
こ
と
だ
。

★
　iF DESIGN AWARD

　

　
　
受
賞
理
由

　CanguRo

は
、
自
動
車
と

し
て
の
知
能
を
備
え
た
変
形

ロ
ボ
ッ
ト
車
両
だ
。
こ
の
高

度
な
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
と
Ａ
Ｉ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
搭
載
し
た

３
輪
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
独
立
し

て
い
る
が
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
の
コ
マ
ン
ド
を

介
し
て
自
律
的
に
ド
ラ
イ
バ

ー
の
方
に
移
動
し
、
パ
ー
ト

ナ
ー
が
歩
く
時
は
、
障
害
物

を
回
避
し
な
が
ら
パ
ー
ト
ナ

ー
を
追
い
か
け
る
こ
と
が
で

き
る
。 CanguRo

は
、
変
形

す
る
と
、
自
動
運
転
車
と
い

う
よ
り
も
馬
に
乗
る
よ
う
な

体
験
を
提
供
し
て
く
れ
る
。

こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
よ
っ

て
、
人
間
と
機
械
の
一
体
感

が
生
み
出
さ
れ
、
よ
り
ア
ク

テ
ィ
ブ
な
生
活
が
促
進
さ
れ

る
。CanguRo

に
よ
っ
て
、

人
工
知
能
の
時
代
に
お
け
る

機
械
と
人
間
の
新
し
い
関
係

が
始
ま
っ
た
。

　
千
葉
工
大
の
最
新
情
報
を
満
載
し
た
「
２
０
２

２
大
学
案
内
」
が
出
来
上
が
っ
た

写
真
。

　
漫
画
・
ア
ニ
メ
で
活
躍
す
る
「
宇
宙
兄
弟
」
と

本
学
が
コ
ラ
ボ
し
て
７
年
目
。
今
回
も
、
夢
に
向

か
っ
て
挑
戦
す
る
大
切
さ
を
学
生
た
ち
に
伝
え
た

い
、
と
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
表
紙
が
描
か
れ
た
。

　
次
世
代
へ
向
け
た
本
学
の
研
究
や
産
学
連
携
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
追
う
と
と
も
に
▽
学
科
紹
介
▽
教

育
内
容
▽
施
設
▽
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
案
内
▽
ク

ラ
ブ
の
紹
介
｜
｜
と
本
学
の
魅
力
満
載
の
内
容
と

な
っ
て
い
る
。
希
望
者
に
無
料
で
配
布
す
る
。

大
学
案
内

22
年
版
が
完
成

■
　CanguRo

　
イ
タ
リ
ア
語
で
「
カ

ン
ガ
ル
ー
」
を
意
味
す

る
。
乗
り
物
と
ロ
ボ
ッ

ト
と
の
融
合
を
目
指
す

「RidRoid

」（
ラ
イ
ド

ロ
イ
ド
）
シ
リ
ー
ズ
と
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
開
発
は
人
と
馬
と
の
パ

ー
ト
ナ
ー
関
係
を
模
し
て

進
め
ら
れ
、
高
度
な
Ａ
Ｉ

と
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
駆
使

し
て
そ
の
関
係
性
を
再

現
し
た
。
ロ
イ
ド
モ
ー

ド
（
ロ
ボ
ッ
ト
）
時
の

CanguRo

は
主
人
の
後

を
つ
い
て
き
て
、
買
い

物
の
荷
物
運
び
な
ど
を

手
伝
い
、
離
れ
た
場
所

に
い
て
も
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
な
ど
で
呼
び
出
せ

ば
、
指
定
の
場
所
ま
で

完
全
自
動
操
縦
で
迎
え

に
き
て
く
れ
る
。

　
主
人
が
移
動
し
た
い

時
は
ラ
イ
ド
モ
ー
ド
に

自
動
で
電
動
変
形
し
、

主
人
の
身
体
の
一
部
と

な
っ
て
移
動
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
。
事
故
を
起
こ

し
そ
う
に
な
っ
て
も
自

動
ブ
レ
ー
キ
が
働
き
衝
突

を
回
避
す
る
。
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ

の
古
田
貴
之
所
長
は
「
パ

ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー

を
超
え
た
真
の
人
機
一
体

・
Ａ
Ｉ
時
代
の
人
間
の
パ

ー
ト
ナ
ー
」と
し
て
い
る
。

ついて来る乗り物知能ロボ

伊の国際デザインコンで

2021
5.15

千葉工業大学・入試広報部
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２丁目17番１号
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毎月１回（８月を除く）15日発行
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脳
・
神
経
系
の
機
能
を
計

算
機
な
ど
で
工
学
的
に
追
究

す
る
情
報
工
学
科
の
信
川
創

准
教
授

写
真

と
国
立
精

神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ

ー
、
金
沢
大
、
福
井
大
、
魚

津
神
経
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
昭

和
大
な
ど
６
機
関
の
研
究
員

・
医
師
ら
10
人
の
チ
ー
ム
は

４
月
26
日
、
注
意
欠
如
多
動

症
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）
の
覚
醒
や

注
意
機
能
を
担
う
脳
活
動
の

異
常
を
、
瞳
孔
径
の
大
き
さ

に
対
す
る
時
間
的
な
複
雑
さ

と
左
右
瞳
孔
の
対
称
性
を
解

析
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
推

定
す
る
技
術
を
開
発
し
た
と

発
表
し
た
。

　
成
果
は
４
月
19
日
、
英
電

子
版
学
術
総
合
誌
サ
イ
エ
ン

テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
・
リ
ポ
ー
ツ

に
掲
載
さ
れ
た
。

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
は
、
不
注
意

や
多
動
・
衝
動
性
が
み
ら
れ

る
発
達
障
害
で
、
早
期
診
断

と
適
切
な
治
療
・
支
援
が
必

要
。
し
か
し
現
在
の
診
断
は

問
診
が
主
体
で
、
今
回
の
成

果
で
客
観
的
・
定
量
的
な
診

断
が
進
む
と
期
待
さ
れ
る
。

　
人
間
の
目
は
外
界
の
光
を

瞳
孔
を
絞
っ
た
り
拡
大
す
る

こ
と
で
強
弱
を
調
節
し
て
眼

球
内
に
取
り
込
む
が
、
近

年
、
瞳
孔
径
の
変
化
が
Ａ
Ｄ

Ｈ
Ｄ
関
連
の
神
経
活
動
を
も

反
映
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
た
。
し
か
し
瞳
孔

径
は
交
感
神
経
と
副
交
感
神

経
の
二
重
支
配
を
受
け
る
な

ど
複
雑
で
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
に
特

徴
的
な
パ
タ
ー
ン
の
抽
出
は

困
難
だ
っ
た
。

　
今
回
、
信
川
准
教
授
ら
は

　
警
察
官
や
消
防
士
、
自
衛
官
ら
危
険
の
伴
う
業
務
に
長

年
携
わ
っ
た
人
に
贈
ら
れ
る
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
受

章
者
が
４
月
29
日
付
で
発
表
さ
れ
た
。
本
学
か
ら
は
総
務

部
警
備
室
（
津
田
沼
）
の
布
川
正
広
警
備
員

写
真
右

と
、
仁に

井い

元も
と

修
警
備
員

同
左

が
瑞
宝
双
光
章
を
受
賞

し
た
。

　
両
氏
と
も
に
本
学
に
勤
務
以
来
、
学
内
環
境
の
安
全
確

保
に
務
め
て
い
る
。

警
備
の
２
氏
に
叙
勲

瞳
孔
径
か
ら
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
推
定
へ

■
　
解
析
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
　
信
川
准
教
授
ら
開
発

▶
　
不
注
意
、
多
動
性
、
衝
動
性

　
　
｜
｜
注
意
欠
如
多
動
症
に
特

　
　
徴
的
に
現
れ
る
３
つ
の
症
状

▲　左右の瞳孔径の時系列的変化や対

　　称性から特徴的なパターンを抽出

令和４(2022)年度　千葉工業大学入学試験日程
総合型・学校推薦型・特別・編入学　　

試験種別 願書受付期間 試験日 合格発表日

総合型（創造）選抜
〔書類審査・課題演習・面接〕 ９/15（水）～9/30（木）（消印有効） 10／16（土）

　　17（日） 11／１（月）

学校推薦型選抜（公募制）　
〔書類審査・読解力テスト・面接〕

11／２（火）～11／10（水）（消印有効）

※サテライト試験場（札幌・仙台・名古屋・
大阪・福岡）を開設し、サテライト試験場
における受験者の面接はオンライン形式
で実施

11／28（日） 12／２（木）
学校推薦型選抜（専門高校）
〔書類審査・読解力テスト・面接〕

学校推薦型選抜（指定校制）
【一般高校・専門高校】
〔書類審査・小論文・面接〕

11／２（火）～11／10（水）（消印有効）
11／20（土）
　　　21（日） 12／２（木）

学校推薦型選抜（帰国生徒指定校制）
〔書類審査・小論文・面接〕 10／25（月）～11／10（水）（消印有効）

特別選抜（帰国生徒）
〔書類審査・小論文・面接〕

10／25（月）～11／10（水）（消印有効） 11／28（日） 12／２（木）
特別選抜（社会人）
〔書類審査・小論文・面接〕
特別選抜（外国人留学生）
〔書類審査・面接・日本留学試験結果〕 ９/27（月）～10/７（木）（必着） 11／28（日） 12／２（木）

編入学選抜
〔書類審査・小論文・面接〕3年次受入れ ９/27（月）～10/７（木）（消印有効） 11／28（日） 12／２（木）

編入学選抜（指定校制・高等専門学校）　　
〔書類審査・面接〕3年次受入れ ９/27（月）～10/７（木）（消印有効） 11／21（日） 12／２（木）

【一般選抜】大学入学共通テスト利用入学試験・大学独自入学試験
試験種別 願書受付期間 試験日 合格発表日

大学入学共通テスト利用入学試験【前期】
（全学部･全学科入試） 12／22（水）～１／14（金）（消印有効）

１／15（土）
　　16（日）

大学入学共通テスト
（本学個別試験なし）

２／10（木）

大学入学共通テスト利用入学試験【中期】
（全学部･全学科入試） ２／５（土）～２／16（水）（消印有効）

１／15（土）
　　16（日）

大学入学共通テスト
（本学個別試験なし）

２／22（火）

大学入学共通テスト利用入学試験【後期】
（全学部･全学科入試） ２／19（土）～３／２（水）（消印有効）

１／15（土）
　　16（日）

大学入学共通テスト
（本学個別試験なし）

３／７（月）

大学独自入学試験Ａ日程入学試験
（試験日自由選択方式、
全学部･全学科入試〈同日併願方式〉）

12／22（水）～１／31（月）（消印有効）
２／１（火）
　　２（水）
　　３（木）
　　４（金）

２／８（火）

大学独自入学試験SＡ日程入学試験
（試験日自由選択方式、
全学部･全学科入試〈同日併願方式〉、大学
入学共通テスト「数学」+A日程入学試験「数
学」で合否判定）

２／10（木）

大学独自入学試験Ｂ日程入学試験
（試験日自由選択方式、
全学部･全学科入試〈同日併願方式〉）

２／５（土）～２／16（水）（消印有効） ２／17（木）
　　18（金） ２／22（火）

大学独自入学試験Ｃ日程入学試験
（全学部･全学科入試〈同日併願方式〉） ２／19（土）～３／２（水）（消印有効） ３／３（木） ３／７（月）

(新型コロナウイルス感染症対策の影響により試験日程などが変更になる場合があります)

健
康
な
成
人
20
人
と
、
Ａ
Ｄ

Ｈ
Ｄ
と
診
断
さ
れ
て
い
る
成

人
16
人
（
う
ち
未
治
療
者
11

人
）
の
瞳
孔
径
を
測
定
。
瞳

孔
径
の
時
系
列
デ
ー
タ
の
複

雑
性
、
左
右
瞳
孔
の
対
称
性

を
非
線
形
時
系
列
解
析
法
な

ど
で
評
価
し
た
。
そ
の
結

果
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
被
験
者
の
瞳

孔
径
は
健
康
者
よ
り
も
大
き

く
、
特
に
未
治
療
者
で
は
複

雑
性
と
対
称
性
が
低
下
す
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
こ
れ
ら
特
徴
的
な
量
を
機

械
学
習
さ
せ
る
こ
と
で
精
度

を
向
上
さ
せ
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の

判
定
確
率
を
出
せ
る
解
析
ア

ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
開
発
に
成
功

し
た
。

　
覚
醒
や
注
意
機
能
の
異
常

は
自
閉
症
や
統
合
失
調
症
に

も
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
信

川
准
教
授
は
、
瞳
孔
径
を
複

合
的
相
補
的
に
評
価
す
る
こ

と
で
、
こ
れ
ら
他
の
精
神
疾

患
の
診
断
に
も
寄
与
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。

　
現
在
、
こ
の
研
究
成
果
に

基
づ
い
た
診
断
支
援
シ
ス
テ

ム
を
国
立
精
神
・
神
経
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
共
同

で
特
許
出
願
し
て
お
り
、
信

川
准
教
授
ら
は
社
会
実
装
に

向
け
た
研
究
・
開
発
活
動
を

加
速
さ
せ
て
い
る
。

　
日
本
鉄
鋼
協
会
の
２
０
２

１
年
春
季
（
第
１
８
１
回
）

講
演
大
会
・
学
生
ポ
ス
タ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
は
３
月
17
〜
19

日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ

れ
、
品
澤
遼
さ
ん
（
先
端
材

料
工
学
専
攻
修
士
１
年

受

賞
当
時
、
小
澤
俊
平
研
究
室

写
真
）
が
発
表
し
た
「
ジ

ル
コ
ニ
ウ
ム
融
体
の
表
面
張

力
に
対
す
る
酸
素
の
影
響
」

が
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。
３

月
26
日
付
で
賞
状
が
届
い

た
。

　
品
澤
さ
ん
に
よ
る
と
、
ジ

ル
コ
ニ
ウ
ム
の
表
面
張
力

は
、
福
島
第
１
原
発
の
メ
ル

ト
ダ
ウ
ン
事
故
の
処
理
と
、

今
後
の
安
全
対
策
を
図
る
数

値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
必

要
不
可
欠
な
デ
ー
タ
。

　
金
属
性
融
体
の
表
面
張
力

を
正
確
に
測
定
す
る
に
は
、

強
力
な
表
面
活
性
元
素
で
あ

る
酸
素
を
考
慮
す
る
必
要
が

あ
る
。
特
に
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム

融
体
は
、
酸
素
溶
解
量
が
非

常
に
大
き
い
の
で
、
雰
囲
気

か
ら
の
酸
素
溶
存
や
酸
素
吸

着
の
影
響
が
小
さ
く
な
い
と

予
想
さ
れ
る
。

　
品
澤
さ
ん
は
、
酸
素
組
成

と
雰
囲
気
酸
素
分
圧
を
同
時

に
考
慮
し
て
測
定
し
、
表
面

張
力-

温
度-
酸
素
の
関
係
を

初
め
て
明
ら
か
に
し
た
。

　
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
国
内
26

大
学
・
高
専
か
ら
計
63
件
の

ポ
ス
タ
ー
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

発
表
さ
れ
た
。
品
澤
さ
ん
は

ポ
ス
タ
ー
を
分
割
し
た
補
助

ス
ラ
イ
ド
な
ど
を
工
夫
し
説

明
と
議
論
を
展
開
。
受
賞
に

「
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
難
し
い
状
況
で

も
丁
寧
に
ご
指
導
い
た
だ
い

た
小
澤
教
授
と
栗
林
一
彦
先

生
（
客
員
研
究
員
）
に
深
く

感
謝
し
ま
す
」
と
語
っ
て
い

た
。

ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
融
体
の
表
面
張
力
で

■
　
品
澤
さ
ん
優
秀
賞

　
日
本
建
築
仕
上
学
会
が
贈

る
２
０
２
１
年
の
修
士
論
文

賞
に
、
鈴
木
実
佳
さ
ん
（
建

築
都
市
環
境
学
専
攻
修
士
２

年

今
春
卒
業
、
石
原
沙
織

研
究
室

写
真
右
下
）
の

「
ウ
レ
タ
ン
ゴ
ム
系
塗
膜
防

水
層
の
ト
ッ
プ
コ
ー
ト
の
耐

疲
労
性
」
が
選
ば
れ
、
３
月

９
日
付
で
賞
状
が
届
い
た
。

同
論
文
の
一
部
を
日
本
建
築

学
会
関
東
支
部
で
発
表
し
た

際
に
も
、
優
秀
と
認
め
ら
れ

て
優
秀
研
究
報
告
集
に
掲
載

が
決
ま
っ
て
お
り
（
本
紙
４

月
15
日
号
参
照
）、
二
重
の

栄
誉
と
な
っ
た
。

　
ト
ッ
プ
コ
ー
ト
（
表
面
仕

上
げ
材
）
は
経
年
劣
化
す
る

と
亀
裂
が
発
生
し
、
下
部
の

ウ
レ
タ
ン
塗
膜
防
水
層
に
ま

で
亀
裂
が
伸
展
す
る
現
象
が

見
ら
れ
る
。

　
現
状
の
疲
労
試
験
で
は
、

評
価
は
防
水
材
が
破
断
す
る

か
否
か
だ
け
に
と
ど
ま
る
。

そ
こ
で
鈴
木
さ
ん
は
、
ト
ッ

プ
コ
ー
ト
の
硬
さ
や
厚
さ
な

ど
を
変
数
と
し
、
ウ
レ
タ
ン

塗
膜
防
水
層
の
ト
ッ
プ
コ
ー

ト
の
耐
疲
労
性
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
解
析
に
よ

り
、
疲
労
破
壊
に
つ
な
が
る

応
力
状
態
も
明
ら
か
に
し

た
。

建
築
仕
上
学
会
・
修
士
論
文
賞
も

■
　塗
膜
防
水
研
究
の
鈴
木
さ
ん
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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

　
３
月
26
日
、
東
京
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
で
開
か
れ
た
本
学

理
事
会
・
評
議
員
会
で
、
令

和
３
年
度
予
算
案
が
承
認
さ

れ
た
。

■
　
高
等
教
育
を

　
　
取
り
巻
く
環
境

　
高
等
教
育
機
関
に
お
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
対
し
て
厳
し
い
感
染
症
拡

大
防
止
策
が
求
め
ら
れ
る

中
、
遠
隔
授
業
の
質
的
向
上

や
対
面
授
業
と
遠
隔
授
業
の

両
立
に
よ
る
学
生
満
足
度

の
向
上
な
ど
、「
新
た
な
日

常
」
に
向
け
た
教
育
研
究
活

動
の
充
実
を
図
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
日
本
が
本
格
的
な

人
口
減
少
を
迎
え
る
中
、
政

府
の
諮
問
会
議
が
発
表
し
た

「
Ａ
Ｉ
戦
略
２
０
１
９
」
で

は
、「Society

5 .0

」
の
実

現
を
通
じ
て
世
界
規
模
の
課

題
解
決
に
貢
献
す
る
た
め
、

Ａ
Ｉ
の
利
活
用
を
推
進
し
て

い
る
。
高
等
教
育
機
関
は
そ

れ
ら
に
対
応
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
改
革
を
実
行
、
継
続
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
本
学
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
も
徹
底
的
な
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

を
施
し
た
う
え
で
キ
ャ
ン
パ

ス
内
で
の
授
業
や
実
習
、
研

究
活
動
の
充
実
に
い
ち
早
く

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
か

ら
、
令
和
２
（
２
０
２
０
）

年
６
月
に
は
萩
生
田
光
一
文

部
科
学
大
臣
が
視
察
に
訪

れ
、
本
学
の
感
染
症
対
策
や

学
生
支
援
策
を
称
賛
さ
れ
た

ほ
か
、
本
学
の
取
り
組
み
は

多
数
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上

げ
ら
れ
全
国
で
紹
介
さ
れ

た
。

　
未
来
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
で
は
、
パ
ナ
ソ
ニ

ッ
ク
㈱
と
共
同
開
発
し
た
ロ

ボ
ッ
ト
掃
除
機
「
ル
ー
ロ
」

が
発
売
さ
れ
、
多
数
の
メ
デ

ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

災
害
対
応
ロ
ボ
ッ
ト
「
櫻
弐

號
」
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

ソ
ロ
モ
ン
・
Ｒ
・
グ
ッ
ゲ
ン

ハ
イ
ム
美
術
館
で
展
示
さ
れ

多
く
の
来
場
者
の
注
目
を
集

め
た
。
ま
た
、
車
イ
ス
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
「ss01

」
が

イ
タ
リ
ア
の
「A' 

Design 
Award

」
で
ブ
ロ
ン
ズ
賞

を

受

賞

し
、「CanguRo

」

は
「European 

Product 
Design Award

」
でWinner

を
受
賞
し
た
。

　
な
お
、
令
和
７
（
２
０
２

５
）
年
に
日
本
国
際
博
覧
会

で
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱
と
共
同

で
サ
イ
バ
ジ
ェ
ネ
シ
ス
（
知

能
ロ
ボ
ッ
ト
）
を
展
示
デ
モ

す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

　
惑
星
探
査
研
究
セ
ン
タ
ー

で
は
、
小
惑
星
「
リ
ュ
ウ
グ

ウ
」
か
ら
地
質
サ
ン
プ
ル
カ

プ
セ
ル
を
地
球
に
持
ち
帰
っ

た
「
は
や
ぶ
さ
２
」
の
観
測

成
果
論
文
の
執
筆
、
小
惑
星

フ
ェ
ー
ト
ン
探
査
ミ
ッ
シ
ョ

ン
「DESTINY+

」
や
火
星
衛

星
探
査
計
画
「MMX

」
の
科

学
観
測
機
器
開
発
と
サ
イ
エ

ン
ス
推
進
、
気
球
に
よ
る
成

層
圏
微
生
物
採
取
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「Biopause

」
に
よ
る

放
球
実
験
の
実
施
に
向
け
た

準
備
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
革
新
的
衛

星
技
術
実
証
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

採
択
さ
れ
た
超
小
型
衛
星
２

号
機
「ASTERISC

」
の
打
ち

上
げ
に
向
け
た
開
発
、
高
度

30
㌔
㍍
を
目
標
と
す
る
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
ロ
ケ
ッ
ト
の
洋
上

発
射
実
験
を
目
指
す
小
型
観

測
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
な
ど
積
極

的
に
活
動
し
て
い
る
。
ま

た
、
地
球
学
研
究
セ
ン
タ
ー

と
惑
星
探
査
研
究
セ
ン
タ
ー

の
合
同
研
究
チ
ー
ム
が
世
界

で
初
め
て
実
施
し
た
古
代
エ

ジ
プ
ト
の
鉄
剣
の
元
素
分
布

分
析
や
ア
ナ
ト
リ
ア
高
原
で

の
人
工
の
鉄
球
の
発
見
は
、

製
鉄
の
人
類
史
に
一
石
を
投

じ
る
研
究
と
し
て
注
目
を
集

め
た
。

　
さ
ら
に
、
人
工
知
能
・
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
、
国
際
金
融
研
究
セ
ン

タ
ー
及
び
次
世
代
海
洋
資
源

研
究
セ
ン
タ
ー
の
成
果
に
加

え
、
２
０
２
１
年
４
月
に
開

設
す
る
日
本
文
化
再
生
研
究

セ
ン
タ
ー
に
よ
り
、
先
端
研

究
の
領
域
は
さ
ら
な
る
拡
が

り
を
見
せ
て
い
る
。

　
本
学
の
一
般
入
試
志
願
者

は
引
き
続
き
増
加
傾
向
で
あ

り
、
２
０
２
１
年
度
入
学
試

験
は
過
去
最
高
の
志
願
者
数

を
達
成
し
、
志
願
者
総
数
全

国
２
位
と
な
り
、
初
の
ベ
ス

ト
３
入
り
を
果
た
し
、
６
年

連
続
の
ベ
ス
ト
10
入
り
と
な

っ
た
。

■
　
事
業
計
画

１
　
教
育
・
研
究 

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
蔓
延
に
よ
り
、
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
を
中
心
と
し
た

授
業
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
昨
年
度
の
状
況
を
踏
ま

え
、
教
職
協
働
に
よ
る
、
教

育
効
果
を
最
大
限
と
す
る
た

め
の
、
対
面
授
業
を
中
心
と

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
併
用

型
の
授
業
形
態
を
構
築
す

る
。

　
本
学
は
、
建
学
の
精
神
を

実
現
す
る
た
め
に
、「
教
育

目
標
」
並
び
に
「
学
位
授
与

の
方
針
」、「
教
育
課
程
編
成

・
実
施
の
方
針
」
及
び
「
入

学
者
受
け
入
れ
の
方
針
」
を

定
め
、
Ｆ
Ｄ
や
外
部
研
究
費

獲
得
の
た
め
の
施
策
等
を
強

力
に
推
し
進
め
、
教
育
及
び

研
究
の
改
革
・
改
善
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
ま
た
自
己
点

検
及
び
第
三
者
評
価
等
を
通

じ
て
、
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー
の

一
貫
性
に
つ
い
て
継
続
的
に

評
価
を
行
い
、
更
に
ポ
リ
シ

ー
に
沿
っ
た
教
育
研
究
活
動

が
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

の
評
価
を
行
い
、
必
要
な
場

合
は
見
直
し
や
新
た
な
計
画

の
策
定
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
全
学
的
な
体
制
の
下
で

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
機
能

さ
せ
て
い
る
。

　
工
学
部
は
昨
年
度
、
完
成

年
度
を
迎
え
、
４
年
間
の
検

証
結
果
を
踏
ま
え
、
更
な
る

質
的
向
上
を
目
指
し
教
育
課

程
・
教
育
方
法
の
検
討
を
進

め
る
。
工
学
部
以
外
の
学
部

の
改
組
・
教
育
課
程
の
見
直

し
に
つ
い
て
も
、
研
究
セ
ン

タ
ー
等
と
も
連
携
し
、
具
体

的
な
検
討
作
業
を
開
始
す

る
。
ま
た
、
大
学
院
は
創
造

工
学
研
究
科
、
先
進
工
学
研

究
科
及
び
工
学
研
究
科
新
専

攻
が
完
成
年
度
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
、
２
年
間
の
実
績
を

検
証
す
る
。

　
教
育
方
法
の
改
善
に
つ
い

て
は
、
Ｆ
Ｄ
の
継
続
的
な
推

進
を
図
る
。
さ
ら
に
、
Ｓ
Ｄ

（
ス
タ
ッ
フ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ

プ
メ
ン
ト
）
研
修
へ
の
教
員

参
加
を
拡
大
し
、
教
職
協
働

に
よ
る
教
育
支
援
体
制
を
拡

充
す
る
。

　
指
定
校
推
薦
入
学
制
度
の

導
入
に
よ
る
工
業
高
等
専
門

学
校
と
の
連
携
強
化
に
よ

り
、
学
部
３
年
次
の
編
入
学

者
は
一
定
数
を
確
保
し
て
お

り
、
今
後
も
教
育
・
研
究
面

で
の
交
流
を
推
進
す
る
。
さ

ら
に
高
大
接
続
の
教
育
連
携

に
つ
い
て
も
引
き
続
き
検
討

し
、
具
現
化
に
向
け
た
施
策

を
実
施
す
る
。

　
こ
れ
ま
で
大
学
と
し
て
重

点
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
留

年
者
や
退
学
者
の
抑
制
策
に

つ
い
て
は
、
退
学
者
は
さ
ら

に
減
少
し
た
が
、
留
年
者
は

や
や
増
加
し
て
お
り
、
対
面

形
式
と
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
の

併
用
に
よ
る
新
し
い
学
修
の

仕
組
み
を
構
築
し
、
よ
り
細

か
い
学
修
支
援
を
実
施
す

る
。

　
今
年
度
は
、
人
的
交
流
の

再
開
を
模
索
し
つ
つ
、
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
新
し
い
交
流

の
仕
組
み
を
構
築
し
て
い

く
。
ま
た
、
大
学
の
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
・
交
流
の
拠
点
と

な
っ
て
い
る
学
生
寮
（
桑
蓬

寮
・
男
子
寮
、
椿
寮
・
女
子

寮
）
を
積
極
的
に
活
用
し
、

夏
期
・
春
期
休
暇
中
に
本
学

学
生
と
留
学
生
を
対
象
と
し

た
授
業
科
目
の
開
設
や
、
留

学
生
と
の
文
化
交
流
等
を
実

施
す
る
。
さ
ら
に
経
済
的
な

支
援
を
必
要
と
す
る
新
興
国

か
ら
、「
国
際
交
流
支
援
基

金
」
を
活
用
し
な
が
ら
広
く

留
学
生
を
受
け
入
れ
、
出
身

国
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
得
る

人
材
の
育
成
に
寄
与
す
る
。

　
地
域
社
会
と
の
連
携
に
つ

い
て
は
、
包
括
連
携
協
定
を

締
結
し
て
い
る
県
内
17
の
市

町
等
を
中
心
に
、
今
後
も
協

力
関
係
を
維
持
、
推
進
し
て

い
く
。

　
研
究
及
び
産
官
学
連
携
に

つ
い
て
は
、
８
つ
の
独
立
し

た
研
究
セ
ン
タ
ー
や
「
学
校

法
人
千
葉
工
業
大
学
産
官
学

連
携
協
議
会
」
を
通
じ
た
活

動
の
ほ
か
、
研
究
の
活
性
化

と
産
学
連
携
の
強
化
を
推
進

す
る
。

令
和
３
年
度
予
算
案
を
承
認

Ⅰ
【
教
育
活
動
収
入
】

　
１
６
７
・
０
億
円
（
昨
年

度
１
７
０
・
９
億
円
　
昨
年

度
比
３
・
９
億
円
減
）

　
学
生
生
徒
等
納
付
金
は
昨

年
度
比
１
・
２
億
円
増
の
１

４
５
・
０
億
円
と
す
る
が
、

全
体
で
は
３
・
９
億
円
程
度

の
減
少
を
見
込
ん
で
い
る
。

Ⅱ
【
教
育
活
動
支
出
】

　
１
６
５
・
９
億
円
（
昨
年

度
１
６
１
・
１
億
円
　
昨
年

度
比
４
・
８
億
円
増
）

　
①
人
件
費
は
退
職
金
が
減

少
し
、
そ
の
他
の
人
件
費
が

増
加
す
る
見
込
み
で
、
昨
年

度
比
１
・
０
億
円
増
の
予
算

と
し
た
。人
件
費
比
率
は
44
・

３
％（
昨
年
度
42
・
５
％
）。

　
②
教
育
研
究
経
費
は
、
引

き
続
き
教
育
環
境
の
充
実
に

重
点
を
置
い
た
予
算
と
し
て

い
る
。
経
費
支
出
で
３
％
の

マ
イ
ナ
ス
シ
ー
リ
ン
グ
を
基

本
と
す
る
が
、
国
で
定
め
ら

れ
た
Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
費
用
の
増

加
に
よ
り
、
昨
年
度
比
３
・

５
億
円
増
の
予
算
と
し
た
。

教
育
研
究
経
費
比
率
は
42
・

６
％
（
昨
年
度
39
・
３
％
）

で
あ
る
。

　
③
管
理
経
費
は
、
業
務
の

効
率
化
や
経
費
の
圧
縮
に
努

め
る
が
、
昨
年
度
比
０
・
３

億
円
増
の
見
込
み
。
管
理
経

費
比
率
は
10
・
３
％
（
昨
年

度
９
・
８
％
）
で
あ
る
。

Ⅲ
【
教
育
活
動
外
収
支
】

　
教
育
活
動
外
収
入
は
受
取

利
息
・
配
当
金
で
３
・
８
億

円
を
見
込
む
（
昨
年
度
比
１

・
２
億
円
減
）。
教
育
活
動

外
支
出
の
予
定
は
な
い
。

Ⅳ
【
特
別
収
支
】

　
特
別
収
入
は
施
設
設
備
補

助
金
を
見
込
み
０
・
５
億
円

を
計
上
し
た
。
特
別
支
出
の

予
定
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

Ⅴ
【
基
本
金
組
入
前
当
年
度

収
支
差
額
】
５
・
３
億
円

Ⅵ
【
基
本
金
組
入
額
】

　
△
０
・
１
億
円
（
昨
年
度

５
・
３
億
円
　
昨
年
度
比
５

・
４
億
円
減
）

⑴
第
１
号
基
本
金

　
組
入
額
　
△
０
・
１
億
円

①
建
物

　
組
入
額
　
　
０
・
１
億
円

　
除
却
額
　
　
　
△
０
億
円

②
構
築
物

　
組
入
額
　
　
１
・
９
億
円

　
除
却
額
　
　
　
△
０
億
円

③
教
育
研
究
用
機
器
備
品

　
組
入
額
　
　
６
・
１
億
円

　
除
却
額
　
△
８
・
２
億
円

④
管
理
用
機
器
備
品

　
組
入
額
　
　
０
・
１
億
円

　
除
却
額
　
△
０
・
２
億
円

⑤
図
書
・
車
両
他

　
組
入
額
　
　
０
・
２
億
円

　
除
却
額
　
　
　
△
０
億
円

⑥
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

　
組
入
額
　
　
　
　
０
億
円

　
除
却
額
　
　
　
△
０
億
円

⑵
第
２
号
基
本
金

　
組
入
額
　
　
　
　
　
な
し

Ⅶ
【
収
支
差
額
】

　
以
上
の
結
果
、
当
年
度
収

支
差
額
は
５
・
３
億
円
の
収

入
超
過
、
前
年
度
繰
越
収
支

差
額
は
60
・
３
億
円
の
マ
イ

ナ
ス
で
あ
る
の
で
、
翌
年
度

繰
越
収
支
差
額
は
54
・
８
億

円
の
支
出
超
過
と
な
る
予
算

で
あ
る
。

　（
全
文
は
ウ
ェ
ブ
に
掲
載
）

令
和
３
年
度
予
算
の
概
要

事業活動収支 

（単位：円）

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科　　　目 令和３年度予算 令和２年度予算 差異

学生生徒等納付金 14,500,000,000 14,379,000,000 121,000,000
手数料 275,000,000 280,100,000 △ 5,100,000
寄付金 100,000,000 375,000,000 △ 275,000,000
経常費等補助金 952,000,000 1,064,400,000 △ 112,400,000
付随事業収入 550,000,000 430,400,000 119,600,000
雑収入 320,000,000 559,100,000 △ 239,100,000
教育活動収入計 16,697,000,000 17,088,000,000 △ 391,000,000

事
業
活
動
支
出
の
部

人件費 7,570,700,000 7,468,700,000 102,000,000
教育研究経費 7,270,000,000 6,920,900,000 349,100,000
（内、減価償却額） 2,532,900,000 2,604,000,000 △ 71,100,000
管理経費 1,754,100,000 1,722,400,000 31,700,000
（内、減価償却額） 627,500,000 723,500,000 △ 96,000,000
教育活動支出計 16,594,800,000 16,112,000,000 482,800,000

教育活動収支差額 102,200,000 976,000,000 △ 873,800,000

教育活動外収支差額 380,000,000 504,800,000 △ 124,800,000
経常収支差額 482,200,000 1,480,800,000 △ 998,600,000
特別収支差額 48,000,000 125,900,000 △ 77,900,000

基本金組入前当年度収支差額(予備費含む) 530,200,000 1,606,700,000 △ 1,076,500,000
基本金組入額合計 0 △ 529,200,000 529,200,000
当年度収支差額 530,200,000 1,077,500,000 △ 547,300,000
前年度繰越収支差額 △ 6,026,400,000 △ 7,103,900,000 1,077,500,000
基本金取崩額 12,000,000 0 12,000,000
翌年度繰越収支差額 △ 5,484,200,000 △ 6,026,400,000 542,200,000
（参考）

事業活動収入計 17,127,000,000 17,722,700,000 △ 595,700,000
事業活動支出計 16,596,800,000 16,116,000,000 480,800,000

資 金 収 支

（単位：円）

収入の部

科　　　目 令和３年度予算 令和２年度予算 差異

学生生徒等納付金収入 14,500,000,000 14,379,000,000 121,000,000
手数料収入 275,000,000 280,100,000 △ 5,100,000
寄付金収入 100,000,000 374,300,000 △ 274,300,000
補助金収入 1,002,000,000 1,122,000,000 △ 120,000,000
資産売却収入 0 79,000,000 △ 79,000,000
付随事業・収益事業収入 550,000,000 430,400,000 119,600,000
受取利息・配当金収入 380,000,000 504,800,000 △ 124,800,000
雑収入 320,000,000 559,100,000 △ 239,100,000
前受金収入 5,110,000,000 5,160,000,000 △ 50,000,000
その他の収入 6,013,800,000 8,393,000,000 △ 2,379,200,000
資金収入調整勘定 △ 5,410,000,000 △ 6,273,800,000 863,800,000
前年度繰越支払資金 11,739,400,000 10,527,500,000
収入の部合計 34,580,200,000 35,535,400,000 △ 955,200,000

支出の部

科　　　目 令和３年度予算 令和２年度予算 差異

人件費支出 7,570,700,000 7,468,700,000 102,000,000
教育研究経費支出 4,737,100,000 4,316,200,000 420,900,000
管理経費支出 1,126,600,000 998,900,000 127,700,000
施設関係支出 192,300,000 8,000,000 184,300,000
設備関係支出 636,000,000 850,900,000 △ 214,900,000
資産運用支出 3,007,800,000 7,194,300,000 △ 4,186,500,000
その他の支出 2,850,000,000 3,039,300,000 △ 189,300,000
［予備費］ 300,000,000 300,000,000 0
資金支出調整勘定 △ 400,000,000 △ 380,300,000 △ 19,700,000
翌年度繰越支払資金 14,559,700,000 11,739,400,000 2,820,300,000
支出の部合計 34,580,200,000 35,535,400,000 △ 955,200,000

千葉工業大学　令和３年度予算
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コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
当
た
り

前
で
あ
っ
た
日
常
生
活
が
大

き
な
制
約
を
受
け
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
１
年
数
カ
月
。

１
年
も
す
れ
ば
元
の
生
活
に

戻
る
で
あ
ろ
う
と
楽
観
的
に

考
え
て
い
た
自
身
の
見
識
の

浅
さ
と
と
も
に
ウ
ィ
ル
ス
の

厄
介
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
間
、
Ｐ
Ｐ
Ａ

の
活
動
も
限
定
的
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
わ
け
で
す

が
、
会
員
の
皆
様
か
ら
は
深

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
を
御
礼
申

上
げ
ま
す
。

　
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
で
も
紹

介
さ
れ
た
よ
う
に
千
葉
工
業

大
学
は
他
大
学
に
先
駆
け
て

対
面
授
業
を
再
開
し
、
食
事

券
の
配
布
な
ど
の
施
策
を
通

し
て
学
生
達
の
支
援
を
積
極

的
に
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
春
の
大
学
入
試
に
お
い
て

全
国
２
位
の
志
願
者
数
を
集

め
た
こ
と
も
そ
の
よ
う
な
施

策
が
評
価
さ
れ
て
の
こ
と
で

あ
り
保
護
者
と
し
て
大
変
嬉

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
２
年
間
は
Ｐ
Ｐ
Ａ
副

会
長
と
し
て
１
年
、
会
長
と

し
て
１
年
、
貴
重
な
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
瀬
戸
熊
理
事
長
、
松

井
学
長
、
小
宮
前
学
長
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
各
位
の
ご

指
導
、
ご
協
力
の
賜
物
と
感

謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
千
葉
工
大
の
益
々
の
ご
発

展
と
１
日
も
早
い
コ
ロ
ナ
の

収
束
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

Ｐ
Ｐ
Ａ
会
長

　
　
　
　
　
　
詫
間
　
堅
司

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
先
行
き
が
い
ま
だ
不

透
明
の
こ
の
状
況
の
中
、
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
等
の
イ

ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
に
対

し
、
入
試
広
報
部
で
は
担
当

課
員
ら
が
奮
闘
し
て
い
る
。

　
そ
も
そ
も
、
本
学
の
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
と
に

か
く
楽
し
い
！
　
各
学
科
の

先
生
方
や
学
生
ら
が
趣
向
を

凝
ら
し
て
実
施
す
る
「
学
び

体
験
」
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た

ア
イ
デ
ア
で
も
時
間
を
か
け

て
綿
密
に
準
備
し
、
学
科
の

魅
力
を
存
分
に
生
か
し
た

「
学
び
」
が
提
供
さ
れ
る
。

今
さ
ら
で
は
あ
る
が
、
１
日

で
、
５
千
人
規
模
の
大
イ
ベ

ン
ト
を
事
故
な
く
来
場
者
に

満
足
し
て
帰
っ
て
も
ら
う
の

は
、
並
々
な
ら
ぬ
努
力
の
賜

物
な
の
だ
と
気
づ
く
。

　
安
心
し
て
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

し
っ
か
り
と
感
染
症
対
策
を

講
じ
、
そ
れ
を
来
場
者
に
丁

寧
に
伝
え
る
こ
と
が
大
切
。

今
後
の
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

展
開
も
重
要
だ
。

　「
あ
れ
っ
て
ど
う
？
」「
そ

れ
必
要
で
す
ね
！
」
と
や
り

取
り
が
続
く
。
通
常
よ
り
も

準
備
が
大
変
な
こ
と
は
重
々

承
知
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
来
場

者
に
不
安
な
く
参
加
し
て
も

ら
え
る
よ
う
、
皆
様
、
ぜ
ひ

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

入
試
広
報
課

　
　
　
　
　
　
大
橋
　
慶
子

　
昨
年
に
続
き
今
年
も
ま
た

満
開
の
桜
の
下
で
楽
し
く
お

花
見
を
し
て
い
る
光
景
は
少

な
か
っ
た
。
あ
れ
か
ら
早
１

年
。
い
つ
ま
で
制
限
さ
れ
た

生
活
が
続
く
の
だ
ろ
う
。

　
昨
年
、
６
年
生
に
な
っ
た

長
男
は
目
標
が
な
く
な
り
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
Ｇ
Ｗ
を

過
ご
し
て
い
た
。
１
年
生
か

ら
始
め
た
学
童
野
球
で
「
全

国
大
会
に
出
た
い
！
」
と
野

球
チ
ー
ム
へ
入
部
し
た
。

　
迎
え
た
５
年
生
の
秋
、
千

葉
市
47
チ
ー
ム
の
頂
点
に
立

ち
見
事
に
県
大
会
へ
の
切
符

を
手
に
し
た
。
野
球
少
年
が

憧
れ
る
県
大
会
出
場
チ
ー
ム

の
み
が
左
袖
に
縫
い
付
け
る

こ
と
が
で
き
る
メ
イ
ン
ス
ポ

ン
サ
ー
某
有
名
ハ
ン
バ
ー
ガ

ー
チ
ェ
ー
ン
の
ワ
ッ
ペ
ン
。

優
勝
し
た
時
の
選
手
た
ち
の

笑
顔
が
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な

い
。

　
県
大
会
優
勝
を
目
指
し
始

動
し
た
２
０
２
０
年
。
コ
ロ

ナ
蔓ま

ん

延え
ん

に
よ
り
殆

ほ
と
ん

ど
の
大
会

が
中
止
と
な
っ
た
。
本
心
は

凄
く
悲
し
か
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
彼
は
そ
ん
な

素
振
り
も
見
せ
ず
練
習
に
励

ん
で
い
た
。
む
し
ろ
親
の
ほ

う
が
悲
し
が
っ
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
今
年
、
ま
た

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
で
Ｇ
Ｗ
も

ヘ
ロ
ヘ
ロ
に
な
っ
て
練
習
し

て
い
る
長
男
を
見
て
、
恥
ず

か
し
な
が
ら
子
供
に
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
教
わ
っ
た
気
が

し
た
。

教
学
セ
ン
タ
ー
（
研
究
支

　
援
担
当

）
　
小
野
　
雅
也

新
任
紹
介

(

　
敬
称
略
　)

職
　
員

教
　
員

金か

ね

田だ

一か

ず

広ひ

ろ　

教
授

　
　
　（
都
市
環
境
工
学
科
）

多た

胡ご

輝き

一い

ち　

助
教

（
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
科
）

三み

宅や

け

範の

り

宗む

ね

研
究
員

（
惑
星
探
査
研
究
セ
ン
タ
ー
）

鉾ほ

こ

井い

隆た

か

明あ

き

主
任
研
究
員

（
未
来
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
）

高た

か

橋は

し

暁あ

き

子こ　

教
授

（
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
科
）

若わ

か

山や

ま

将ま

さ

征ゆ

き　

助
教

（
教
育
セ
ン
タ
ー<

情
報
科

学
部>

）

中な

か

村む

ら

彩あ

や

夏か

（
教
学
セ
ン
タ
ー
津
田
沼
教

務
担
当
　
事
務
職
員
）

丸ま

る

山や

ま

友ゆ

希き

夫お　

教
授

　
　
　（
経
営
情
報
科
学
科
）

中な

か

澤ざ

わ

新し

ん

一い

ち　

所
長

（
日
本
文
化
再
生
研
究
セ
ン

タ
ー
）

見み

邨む

ら

和か

ず

英ひ

で

主
任
研
究
員

（
次
世
代
海
洋
資
源
研
究
セ

ン
タ
ー
）

今い

ま

村
む
ら　
　

聡
さ
と
る

（
就
職
・
進
路
支
援
部
就
職

担
当
　
事
務
職
員
）

角つ

の

田だ　
　

仁
ひ
と
し　

教
授

（
金
融
・
経
営
リ
ス
ク
科
学

科
）

松ま

つ

岡お

か

心し

ん

平ぺ

い

主
席
研
究
員

（
日
本
文
化
再
生
研
究
セ
ン

タ
ー
）

芦あ

し

田だ

果か

奈な

研
究
員

（
次
世
代
海
洋
資
源
研
究
セ

ン
タ
ー
）

川か

わ

中な

か

厚あ

つ

夫お

（
教
学
セ
ン
タ
ー
新
習
志
野

学
生
担
当
警
備
室
　
警
備
員
）

秋あ

き

田た

谷や

洋
ひ
ろ
し

上
席
研
究
員

（
惑
星
探
査
研
究
セ
ン
タ
ー
）

下し

も

釜が

ま

和か

ず

也や

研
究
員

（
地
球
学
研
究
セ
ン
タ
ー
）

宮み

や

岡お

か

真ま

莉り

奈な

（
総
務
部
総
務
担
当
　
事
務

職
員
）

東
あ
ず
ま

壯そ

う

一い

ち

郎ろ

う　
准
教
授

　
　
　（
経
営
情
報
科
学
科
）

多た

田だ

賢と

し

弘ひ

ろ

研
究
員

（
地
球
学
研
究
セ
ン
タ
ー
）

森も

り

脇わ

き

涼
り
ょ
う

太た

研
究
員

（
地
球
学
研
究
セ
ン
タ
ー
）

大お

お

戸と

秀
し
ゅ
う

一い

ち

（
施
設
部
施
設
担
当
　
用
務

員
）

６月１日（火）令和４年度入試説明会（スカイツリータウンキャンパス）、４日（金）令和４年度入試説明会（津田沼キャンパス）

新型コロナウイルス対策（令和３年４月から）

４月10日の授業開始に合わせ、本学は以下の感染対策を
実施し、安全な学修環境づくりに努めています。ご協力を

お願いします。

１　大学への入構

　・入構時に検温所での体温測定及び消毒用アルコールに

　　よる手の消毒

　・体温が37度以上の場合は入構禁止
　・入構管理

　　－ 学生証、教職員証による入構を記録

　　－ 学外者は入構時に警備室で受付を許可

　・マスク着用の義務化

２　建物・講義室

　・建物出入口及びトイレ前の消毒用アルコール設置

　・階段の昇降を区分分け（一方通行）

　・エレベーターの搭乗人数を制限

　・各教室で収容する学生数を、座席定員の原則３分の２

　　（試験を行うための座席数）程度とする

　・講義室の窓及び扉は、原則として常時開放し換気する

　・定期的な室内の清掃及び消毒

３　授業・研究室

　・学生同士の間隔は１㍍を目安に確保

　・オンライン授業の実施、対面授業と自宅学修にクラス

　　分け、実験、実習会場の分散など

　　授業実施方法を工夫し、３密を回避して運営

　・研究室の在室人数及び滞在時間の制限

　・研究室内での食事を禁止

　・研究室ごとに消毒など感染防止対策を徹底

４　学生食堂

　・入口に消毒用アルコールを設置

　・出入口を一方通行化

　・食事終了後、次の利用者が着席する前に除菌清掃を実

　　施

　・飛沫感染防止のため衝立を設置し、十分な間隔をとる

　　ように座席数を制限

　・マスクを外しての会話を禁止

　・食堂内で感染防止の協力アナウンスを実施

５　コンピュータ演習室

　・飛沫感染防止用の衝立を設置

　・十分な座席間隔をとるよう、使用できるパソコンを制

　　限

　・係員によるキーボードなどの定期的なアルコール消毒

　　の実施

６　簡易ＰＣＲ検査の実施

　・学生寮生全員、全学生のうち希望者、全教職員に対し

　　て、唾液ＰＣＲ検査を実施

７　学費・学生生活などへの学生支援について

　・全学生に貸与しているiPadでオンライン授業を実施

　・本学家計急変奨学生募集（給付）

　　（条件により授業料相当額を限度に給付）

　・緊急資金貸与「新型コロナ禍学生生活支援特別奨学

　　金」（貸与）

　・食の安定化支援

　　「食の安定」のため、令和２年度に、全学生へ学生食

　　堂で使用できる学食券を無償配布し、令和３年度の新

　　入学生にも学食券を無償配布（朝・昼・夕食の実質的

　　無料提供）。

　・令和２年度にマスク、マスクケースを全学生に配布し

　　令和３年度の新入学生にも配布。

　・フェイスシールドを配布（新入生は全員、２年生以上

　　は授業形態により配布）

８　学生寮(省略＝ウェブで全項目を掲載)


